
健康推進部

長寿いきがい課
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○

・ 地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金返還金 円

○

・ 介護保険低所得者保険料軽減負担金国庫負担金返還金 円

・ 介護保険低所得者保険料軽減負担金県負担金返還金 円

円

45,000 44,080 0 920 98.0%
支出済額(円) 執行率翌年度繰越額(円) 不用額(円)

民生費国・県支出金等返還事務（長寿いきがい課） (7-26-1)
予算現額(円)

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目

繰越除く執行率

総務費 P92総務管理費 諸費

13,150

6,575

19,725合計

24,355

決算書頁

令和５年度に県の補助事業を活用して交付した地域密着型サービス等整備助成事業費等補助金に
ついて、事業者より消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額が納付されたため、超過交付と
なった県補助金を返還しました。

令和６年度中に交付された国・県支出金を実績に基づいて精算し、超過交付分を返還しました。

事務事業名
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○

・ 単位老人クラブ　20クラブ　会員　967人（令和７年４月１日現在）

補助基準額

【成果数値】

○

・ 補助金　11,660,000円

【成果数値】

28,711人

会員平均年齢 74.7歳

就業延べ人数 28,084人 29,072人 28,709人 29,001人 28,369人

11,660,000 11,660,000 0 0 100.0%

76.1歳

シルバー人材センター会員数 361人 345人 352人

不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

74.9歳 75.1歳 75.3歳 75.9歳

355人 344人 349人

967人

単位老人クラブ数 27クラブ

事務事業名 シルバー人材センター支援事業 (1-5-1)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円)

単位老人クラブ加入人数 1,509人 1,358人 1,257人 1,135人 992人

25クラブ 24クラブ 22クラブ 19クラブ

605,000 598,400 0 6,600 98.9%

20クラブ

事務事業名 老人クラブ支援事業 (1-5-1)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130

地域の単位老人クラブに対し、活動費の補助を行い、高齢者の社会参加や生きがいづくりを図り
ました。

友愛訪問活動、清掃奉仕活動、地域見守り活動、教養講座の開催、スポーツ活動等に要する経
費に対して補助金を交付しました。

基本額：25,000円（会員数100人以上）、20,000円（会員数100人未満）
加算額：会員１人につき200円

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

自らの生きがいの充実及び社会参加を希望する高年齢者の就業機会の確保、高年齢者の長年培わ
れた知識や経験、技術等の労働能力を生かした高年齢者事業を推進する公益社団法人日高市シル
バー人材センターを支援するため、運営費等に係る補助金を交付しました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

94.6%就業率 95.6% 96.9% 97.7% 100.0% 93.3%
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○ 高齢者と子どもの世代間交流は、開催方法の検討のため開催しませんでした。

○

○

○

【成果数値】

○

○

【成果数値】

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130
事務事業名 敬老事業 (1-5-1)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

中止

老人週間にあわせ９月14日から19日まで高齢者（65歳以上）に対する日高市総合福祉センター
「高麗の郷」浴室の入浴無料サービスを実施し、786人が利用しました。

1,990,000 1,604,450 0 385,550 80.6%

令和６年度成果数値 令和２年度

286人 297人 327人

世代間交流参加者数 中止 中止 中止 中止

349人敬老記念品（祝金）対象者数 236人 243人

予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円)

入浴無料サービス利用者数 中止 中止 中止

不用額(円) 執行率

786人

繰越除く執行率

事務事業名 高齢者運動支援事業 (1-5-1)

739人 770人

令和６年度

167,000 149,000 0 18,000 89.2%

令和７年度

お散歩応援プロジェクトとして、令和６年１月から開始されている埼玉県の「コバトンＡＬＫＯ
Ｏ（あるこう）マイレージ」事業に参加し、イベント等を通じてアプリケーションの周知を行い
ました。

従来実施していたトレーニングルームの継続利用を支援する高齢者運動支援事業については、事
業実施方法を見直し、フレイル予防教室参加者の運動継続の状況を確認し、支援することとしま
した。

令和３年度

高齢者運動支援事業利用者 中止 中止 5人 ― ―

令和４年度 令和５年度

中止

―

成果数値 令和２年度

中止 中止 中止

令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和７年９月１日に市内に住所を有する人で、令和７年度に88歳及び100歳に達する人に、敬老記
念品（88歳336人、100歳13人）を贈呈し、敬老の意を表するとともに長寿を祝福しました。
88歳への敬老記念品については、市特産品等を掲載したカタログの中から本人が選択する方法で
実施しました。
なお、88歳への敬老記念品の贈呈は、日本の平均寿命の現状を踏まえ、令和７年度をもって廃止
しました。

自ら健康に気を配り、元気に生活している高齢者（満80歳、満85歳、満90歳、満95歳）を褒賞す
る「健康シニア褒賞」では、64人に褒賞状と記念品を贈呈し、高齢者の健康意識の一層の向上を
図りました。

中止

令和７年度

中止世代間交流実施回数 中止
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○

○

〇

※フレイルとは、健康な状態と要介護状態の中間の段階を指します。

【成果数値】

○

・ 日高市寝具消毒乾燥車派遣事業　新規：８人、廃止：６人（利用者数：40人）

  

・ 日高市緊急通報システム事業　新規：８人、廃止：16人（利用者数：79人）

  

・ 日高市高齢者日常生活用具給付事業　取付件数２件

・ 日高市ねたきり老人介護手当支給事業　

  新規：６人、廃止：９人（支給者数：29人）

・ 日高市高齢者世帯家具転倒防止器具取付事業　取付件数０件　

・ 介護マーク配布事業　配布件数９件　

【成果数値】

ひとり暮らしの高齢者等で日常生活を営むのに支障のある人に寝具消毒乾燥車を月１回派遣し
ました。

65歳以上の市民を対象に、フレイル測定とフレイルに対する啓発のための教室を実施しました。
（延べ参加者数83人）

フレイルに対する啓発のため、通いの場６グループへ管理栄養士もしくは歯科衛生士を派遣し、
フレイル予防講話を実施しました。（実参加者数83人）

国民健康保険データベース（ＫＤＢ）システムを活用し、後期高齢者健康診査の結果からフレイ
ル※の兆候がみられる人を対象に意向調査を実施し、希望する人に個別に栄養・歯科・運動指導
を行いました。
・対象者185人（うち個別指導実施者33人）

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130
事務事業名 高齢者保健・介護予防一体推進事業 (1-5-1)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

1,500,000 1,359,311 0 140,689 90.6%

930件 894件 894件 867件 835件 804件

令和７年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度

寝具消毒乾燥車派遣延べ件数 478件 420件 332件 299件 305件

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

フレイル対策教室参加者（延べ） 18人 47人 143人 195人 155人 166人

事務事業名 在宅高齢者支援事業 (1-5-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

2件

令和４年度

7,514,000 5,249,586 0 2,264,414 69.9%

305件

緊急通報システム利用延べ件数

289件 311件 315件

日常生活用具給付件数（台数） 0件 0件 0件 0件 0件

250件

要援護高齢者等を対象として、介護保険サービスにない各種在宅福祉サービスを提供することに
より、日常生活の自立の支援や安全の確保、生活の質の向上を図りました。

ひとり暮らしの高齢者等が緊急時に連絡を取ることができる「緊急通報システム」を利用し、
日常生活の安全等を確保しました。

常時ねたきり又はこれに準ずる状態が６か月以上継続している人を家庭で介護している人に、
月額5,000円の手当を支給しました。

成果数値 令和２年度 令和３年度

ねたきり老人介護手当支給延べ件数 314件 259件
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○ 養護老人ホーム

○ 特別養護老人ホーム

○ 日高市老人ホーム入所判定委員会

【成果数値】 ※ 年度末の数値です。

○

　

　

　 ・ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査　対象者数3,000人　回収2,077人（69.2％）

　 ・ 在宅介護実態調査　対象者数971人　回収593人（61.1％）

　 ・

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130
事務事業名 老人ホーム入所措置事業 (1-5-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

5人

17,499,000 13,501,405 0 3,997,595 77.2%

養護老人ホーム措置人数 3人 3人 4人 5人 5人

特別養護老人ホーム措置人数 1人 0人 0人 0人 1人 0人

事務事業名 高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定事務 (1-5-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

4,924,000 3,290,916 0 1,633,084 66.8%

65歳以上で、環境上の理由及び経済的理由により、居宅において養護を受けることが困難な高齢
者を養護老人ホームに入所措置しています。
令和８年３月末現在措置者数：５人

65歳以上で、身体上又は精神上著しい障がいがあるために常時の介護を必要とし、かつ、居宅に
おいてこれを受けることが困難であり、やむを得ない事由により介護保険法に規定する地域密着
型介護老人福祉施設又は介護老人保健施設に入所することが著しく困難な高齢者について措置し
ています。
令和８年３月末現在措置者数：０人

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

養護老人ホームへの入所措置の適正な実施を図るため、入所措置の要否に関することについて、
審議しています。
開催数：１回

事業所調査は、在宅介護の継続の困難者の状況把握（在宅生活改善調査）、施設・居住系サー
ビス等利用者の移動の状況把握（居所変更実態調査）及び介護保険サービス事業所の職員の状
況把握（介護人材実態調査）を、市内の介護事業所76か所を対象に実施しました。

介護保険法第117条及び老人福祉法第20条の８の規定に基づき、３年ごとに計画を策定していま
す。
令和７年度は、第10期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の令和８年度の策定に向けて、被保険
者及び事業所を対象にアンケート調査を行いました。（調査業務委託2,288,000円、郵送料
993,412円）
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○ 介護給付事業について、市の法定負担分12.5％を介護保険特別会計に繰り出しました。

○

○

○

・ 令和７年度繰出額 　　　　　739,859,000円

 （介護給付事業分）　　　　586,719,000円

 （地域支援事業分）　　　　 35,402,000円

 （その他事務費分）　 　　　75,214,000円

 （保険料軽減分）　  　　　 42,524,000円

【成果数値】

○

○

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

【成果数値】

41.0%

特に生計が困難な低所得者が、社会福祉法人の運営する施設等で介護保険サービスを利用する場
合に、その社会福祉法人が社会的役割の一貫としてサービスに係る費用の一部を負担し、利用者
負担を軽減します。

要介護２～５の認定者に占め
る施設・居住系サービスの利
用者の割合

39.5% 37.4% 40.5% 42.3% 42.0%

18,387人

地域支援事業のうち、介護予防・日常生活支援総合事業費分について市の法定負担分12.5％、包
括的支援事業・任意事業費分について市の法定負担分19.25％を介護保険特別会計に繰り出しまし
た。

事務費の全額を介護保険特別会計に繰り出しました。

低所得者の保険料軽減に必要な金額を介護保険特別会計に繰り出しました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1人
社会福祉法人等利用者負担軽減に対する助成件数 0件 0件 0件 0件 0件 0件

社会福祉法人等利用者負担軽減者数 1人 1人 1人 2人 2人

市は、軽減を受けようとする人の申請に対し審査を行い、社会福祉法人等利用者負担軽減確認証
を交付します。

軽減対象者はいましたが基準に達していなかったため、助成金の交付はありませんでした。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

社会福祉法人が利用者負担軽減を行った場合、市はその軽減額の一部を助成します。

繰越除く執行率

3,000 0 0 3,000 0.0%

18,382人

事務事業名 低所得者の利用者負担軽減事業 (1-5-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率

18,295人

739,862,000 739,859,000 0 3,000 99.9%

18,223人第１号被保険者数 18,275人 18,361人

事務事業名 介護保険特別会計繰出事務 (1-5-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 繰越除く執行率執行率

長寿いきがい課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 老人福祉費社会福祉費 P130
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健康推進部

保険年金課
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○

　

※ 重度心身障がい者

①身体障がい者手帳１級、２級又は３級所持者

②療育手帳Ⓐ、Ａ又はＢ所持者

③精神障がい者保健福祉手帳１級所持者

④65歳以上で、埼玉県後期高齢者医療広域連合又は市長の認定を受けている者

○ 重度心身障がい者医療費支給状況

　 ・ 受給者数、支給件数及び支給額（加入保険別）

※ 令和８年３月31日現在受給(登録)者数

【成果数値】

105,005,344円

重度心身障がい者医療費支給件数 25,043件

重度心身障がい者医療費支給額 100,118,503円 95,930,179円 95,045,188円 94,254,071円 107,717,338円

24,714件 24,365件 24,206件 27,251件

令和７年度

重度心身障がい者医療費受給者数(３月31日現在) 1,087人 1,065人 1,032人 1,006人

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

国民健康保険・社会保険 657 15,023

後期高齢者医療 329

合  計 986

9,714

24,737

障害者福祉費 P124

重度心身障がい者の医療費の一部を負担することにより、重度心身障がい者の疾病の早期回復や
本人とその家族の経済的負担の軽減を図りました。

加入保険 ※受給(登録)者数（人） 支給件数（件） 支給額（円）

執行率 繰越除く執行率

保険年金課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費

重度心身障がい者医療費１人当たり支給額 92,105円 90,075円

事務事業名 重度心身障がい者医療費助成事業 (1-4-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円)

127,660,000 120,597,858 0 7,062,142 94.5%

4,245円重度心身障がい者医療費１件当たり支給額 3,998円 3,882円 3,901円 3,894円 3,953円

74,550,565

30,454,779

105,005,344

92,098円 93,692円 108,041円 106,496円

997人 986人

24,737件
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○ 健康診査実施の根拠

・ 埼玉県後期高齢者医療広域連合からの業務の受託により健康診査を実施しました。

○ 健康診査の実施状況

・ 実施方法　飯能地区医師会等への委託による実施

個別健診（指定医療機関における健診）受診券発行日から３月31日までの間に実施

集団健診（市保健相談センター等を会場とする健診）７月10日・19日・25日、９月２日、

          10月11日・29日、11月21日、12月１日・11日、１月18日、２月12日に実施

・ 健診内容　基本的な健診項目（身体計測、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、

　　　　　尿検査、腎機能検査）及び詳細な健診項目（貧血検査、心電図検査、眼底検査）

○ 飯能地区医師会等との委託状況

※ 受診者数は、令和７年度の委託料支払に係る人数（重複受診者数を含む。）です。

【成果数値】

※ 受診率の算定には人間ドック受検者数を含んでいます。

○ 人間ドック助成事業を実施しました。

・

　　　　　（受検者が補助金相当額を控除した額を指定医療機関に支払う方法）

・ 補助金額　検査料の２分の１に相当する額（20,000円限度）

・ 指定医療機関　市と契約した６医療機関

　　　　　（旭ヶ丘病院、岡村記念クリニック、武蔵台病院、埼玉医科大学病院、

　　　　　　飯能市東吾野医療介護センター、所沢市市民医療センター）

・ 事業の周知方法　案内パンフレットの配布及び広報ひだかへの案内情報の掲載等　

【成果数値】

令和５年度 令和６年度

1,830人 1,857人

734,250

眼底検査 82 791 64,862

2,159人

令和７年度成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度

7,171 2,058,077

詳細健診

貧血検査 718 253 181,654

心電図検査 445 1,650

受診者数(人) 委託単価（円） 委託料（円）

個別健診 2,087 9,350 19,513,450

集団健診 287

保険年金課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130
事務事業名 後期高齢者健康診査事業 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

2,258人

40,080,000 27,062,919 0 13,017,081 67.5%

2,374人

健診内容

基本的健診

健康診査受診率 24.53% 22.95% 21.97% 24.36% 25.90% 24.87%

健康診査受診者数 1,915人

事務事業名 後期高齢者人間ドック助成事業 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 執行率 繰越除く執行率

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

実施方法　指定医療機関において受検する場合に、申請により補助金を交付する方法

6,000,000 5,555,435

成果数値

人間ドック助成件数 124件 174件

不用額(円)

201件 224件 250件

0 444,565 92.6%

令和７年度

284件

令和２年度
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○ 後期高齢者医療広域連合負担金

・

・ 納付方法　年度分を12期に分けて納付

・ 納付金額　650,625,476円

【成果数値】

○ 後期高齢者医療特別会計繰出金

・ 事務費相当分38,000,000円

・ 保険基盤安定制度に係る負担金分

県負担分 122,160,528円

市負担分 40,720,177円

※ 保険基盤安定制度　低所得者等の保険料（均等割額）軽減分を公費で負担する制度

負担割合　市１／４、県３／４

【成果数値】

200,880,705円

埼玉県後期高齢者医療広域連合における療養給付費及び療養費のうち、市負担分を当該広域連
合へ納付しました。

繰出額 141,874,851円 145,468,701円 162,102,285円 181,614,551円 193,873,163円

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

213,099,000 200,880,705 0 12,218,295 94.3%

650,625,476円

事務事業名 後期高齢者医療特別会計繰出事務 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率

令和４年度 令和５年度 令和６年度

繰越除く執行率

後期高齢者医療広域連合負担金額 488,726,265円 527,366,340円 570,633,534円 576,224,351円 591,866,239円

令和７年度

650,626,000 650,625,476 0 524 99.9%

成果数値 令和２年度 令和３年度

事務事業名 後期高齢者医療広域連合療養給付費負担事務 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

保険年金課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 老人福祉費 P130
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○

　

・ 主な事務

制度に係る相談、各種申請・届出書の受理等、日本年金機構への情報提供、年金制度の周知等

・ 主な受付・処理事務

資格取得届出・申出 973件 種別変更届出 133件

資格喪失届出・申出 90件 住所変更届出 736件

氏名変更届出 84件 付加保険料納付・辞退申出 46件

法定免除該当・消滅届出 50件 免除・納付猶予申請 591件

学生納付特例申請 152件 広報ひだかに年金ミニ知識掲載 12件 (毎月１回)

○ 日本年金機構へ生活者支援給付金に係る情報提供を実施しました。

・ 所得情報提供（年金生活者支援給付金に係る情報提供） 8,025件

【成果数値】

12件

8,277件 8,221件 8,161件 8,116件

12件広報ひだかへの掲載件数 12件 12件 12件 12件

繰越除く執行率

8,025件

159,000 145,191 0

日本年金機構への情報提供件数 885件

国民年金事務費 P134
事務事業名 国民年金事務 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率

令和６年度 令和７年度

13,809 91.3%

保険年金課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費

2,492件 2,795件 2,254件 2,351件

国民年金第１号被保険者に係る住所要件、年齢要件又は生計維持要件などの確認や調査事務を実
施しました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

2,112件
保険料免除・猶予申請・届出件数 1,413件 557件 635件 568件 500件 591件

各種届出・申出件数 2,773件

152件保険料学生納付特例申請件数 188件 182件 218件 156件 172件
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○ 国民健康保険運営協議会

　 ・ 国民健康保険運営協議会を５回開催しました。

・ 期日　７月18日、10月15日、12月16日、１月７日、２月10日

　 ・ 委員報酬　　会長　8,500円　委員　8,000円　　　年間　計418,500円

○ 窓口等業務委託

・ ＡＧＳプロサービス株式会社に窓口等業務を委託しました。

・ 契約期間　令和７年４月１日から令和９年10月31日まで

・ 年間委託料　　11,336,160円

【成果数値】

○ 国民健康保険特別会計繰出金

・ 保険基盤安定繰出金(保険税軽減分)

… 保険税の軽減相当額の一定割合の繰出し

・ 保険基盤安定繰出金(保険者支援分)

… 保険税軽減の対象となった一般被保険者数に応じて平均保険税の一定割合の繰出し

・ 未就学児均等割保険税繰出金

… 未就学児均等割額軽減の対象となった保険税相当額の一定割合の繰出し

・ 産前産後保険税繰出金

… 産前産後期間保険税免除の対象となった保険税相当額の一定割合の繰出し

・ 出産育児一時金繰出金

… 出産育児一時金支出額の３分の２に相当する額の繰出し

・ 財政安定化支援事業繰出金

… 国保財政の健全化及び保険税負担の平準化等に資するため、保険者の責に帰するこ

とができない特別の事情に対する繰出し

・ 事務費繰出金

… 資格確認書の発行、保険税算定経費等に係る事務費相当額の繰出し

・ その他繰出金

… 決算補塡（赤字補塡）及び保健事業費等の繰出し

【成果数値】

保険年金課

一般会計
款 項 目 決算書頁

民生費 社会福祉費 国民健康保険事業費 P134
事務事業名 国民健康保険推進事務 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

11,921,000 11,754,660 0 166,340 98.6%

令和７年度

国民健康保険運営協議会開催回数 3回 4回 3回 4回 4回 5回

成果数値 令和２年度

事務事業名 国民健康保険特別会計繰出事務 (1-6-4)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

177,284,920円

115,371,005円

3,405,848円

413,279,332円

356,966,000 346,335,359 0 10,630,641 97.0%

令和７年度

6,268,838円

23,442,488円

0円

20,020,999円

541,261円

346,335,359円

成果数値 令和２年度

繰出額 334,874,243円 487,283,891円 463,154,142円 469,206,591円
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健康推進部

保健相談センター
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○

・ 新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金返還金 円

・ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金返還金 円

・ 新型コロナウイルスワクチン接種費用助成金返還金 円

・ 感染症予防事業費等補助金返還金

がん検診の総合支援事業分 円

特定感染症(緊急風しん抗体)検査等事業分 円

・ 未熟児養育医療費負担金返還金

国庫負担金分 円

県負担金分 円

・ 母子保健衛生費国庫補助金返還金 円

産婦健康診査事業ほか

・ 出産・子育て応援交付金返還金 円

円

2,401,608

367,103

3,000

183,552

2,475,000

1,468,000

871,000

予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率

1,705,650

17,391,000 17,390,913 0

令和６年度中に交付された国・県支出金を実績に基づき精算し、超過交付分を返還しました。

事務事業名 衛生費国・県支出金等返還事務（保健相談センター） (7-26-1)

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

総務費

合計

総務管理費 諸費 P92

99.9%

繰越除く執行率

87

17,390,913

7,916,000
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○ 安全な血液を供給するために、献血思想の普及啓発を図りました。

　 ＜主な活動＞

　 ・ 献血協力者に記念品を配布しました。

　 ・

　

○

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【成果数値】

○ 飯能地区医師会が経営する飯能看護専門学校の運営を補助しました。

・ 補助金を交付して運営を補助しました。

・

○

　 ・ 飯能地区看護専門学校高等看護学科　　　　　　　　延べ25日間・45人　

　　・ 西武文理大学看護学部看護学科　　　　　　　　　　延べ10日間・２人　　　　　　

・ 埼玉医科大学保健医療学部看護学科　　　　　　　　延べ９日間・28人

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【成果数値】
令和３年度

近隣の看護学生受入人数

令和５年度 令和６年度

埼玉医科大学短期大学専攻科母子看護学専攻　　　　延べ６日間・２人

183人 182人

26人 77人

令和２年度

14人

163人

近隣の大学、専門学校等の学生に実践経験を積んでもらうために実習生の受入れを行いました。

実習生を受け入れることで、地域の看護活動を担う保健師、看護師及び助産師の育成に寄与し
ました。

成果数値

8人

飯能看護専門学校生徒数 178人

令和７年度

187人 195人

令和４年度

繰越除く執行率

69人 87人

738,000 738,000 0

繰越除く執行率翌年度繰越額(円)

0 100.0%

執行率

令和７年度

50回 45回

市内の商業施設や公共施設にポスターを掲示して、献血の重要性を啓発するとともに、移動採
血車（献血バス）による献血実施に関する情報を提供しました。

決算書頁
P156

骨髄及び末梢血幹細胞の移植の推進並びに骨髄等提供者の登録数の向上を図るため、市ホーム
ページ等において情報を提供するとともに、骨髄移植ドナー１人に対し、助成金を交付しまし
た。

献血実施回数

予算現額(円) 支出済額(円)
190,000 189,280 0 720

支出済額(円) 翌年度繰越額(円)

献血者数 1,828人 1,933人

保健相談センター

一般会計
款 項 目

不用額(円) 執行率

43回

1,761人 1,645人

事務事業名 献血等推進事業 (1-6-1)

令和６年度

予算現額(円)

事務事業名 看護専門学校等支援事業 (1-6-3)

1,829人

50回 46回 41回

1,752人

不用額(円)

成果数値 令和２年度 令和３年度

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費

99.6%

令和４年度 令和５年度
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○

　 ・ 休祝日調剤薬局運営費負担金　　　　　42,000円×65日×人口割　1,119,300円

　 ・ 救急医療施設運営費負担金

　 休祝日・夜間診療所運営費　　　　　　 　13,845,700円

救急医療施設運営に係る光熱水費負担金 　　　14,592円

休祝日緊急歯科診療所運営費　　　　　　　1,098,800円

＜休祝日・夜間診療所＞

受付時間 休祝日 午前９時から午前11時30分まで、午後１時30分から午後３時30分まで

夜　間 毎日午後８時から午後９時45分まで

場　　所 飯能市大字小久保291番地（飯能日高消防署内）

【成果数値】

○

○ 坂戸・飯能地区病院群輪番制病院運営費負担金（診療日数で算出し、人口割、均等割）

　　　協定市町（日高市、飯能市、鶴ヶ島市、坂戸市、毛呂山町、越生町、鳩山町）

　 ・ 初期救急医療施設

休祝日夜間診療所、休祝日緊急歯科診療所

　 ・ 救急告示医療機関

　 ・ 第２次救急医療施設（坂戸・飯能地区病院群輪番制病院）

　 ・ 第３次救急救命センター

埼玉医科大学国際医療センター救命救急センター

○ 飯能地区歯科医師会補助金（飯能市との人口割）

○ 飯能地区医師会補助金（飯能市との人口割）

○ 飯能地区薬剤師会補助金（飯能市との人口割）

旭ヶ丘病院、武蔵台病院、岡村記念クリニック

佐瀬病院、飯能中央病院、飯能整形外科病院

埼玉医科大学病院、埼玉医科大学国際医療センター、関越病院、坂戸中央病院

旭ヶ丘病院、武蔵台病院、岡村記念クリニック

佐瀬病院、飯能中央病院、飯能整形外科病院

埼玉医科大学病院、関越病院、坂戸中央病院

急病、災害等の緊急時において、市民の生命を守るため、飯能地区医師会及び坂戸鶴ヶ島地区医
師会等に負担金及び補助金を交付し、地域医療体制の整備、地域の救急医療の充実を図りまし
た。

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 P156
事務事業名 休祝日地域医療体制整備事業 (1-6-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

445人

357日

16,085,000 16,078,392 0 6,608 99.9%

令和７年度

休祝日診療利用者数

122人 625人

休祝日緊急歯科診療所開所日数 66日 66日 66日 67日 66日

85人 75人 78人 54人 83人

67日

執行率

478人

787人

休祝日・夜間診療所開所日数

98.8%

事務事業名 飯能地区医師会等支援事業 (1-6-3)
予算現額(円)

令和５年度

翌年度繰越額(円)

6,538,000 6,456,341 0 81,659
支出済額(円)

夜間診療利用者数 180人 134人

357日

休祝日歯科利用者数

不用額(円) 繰越除く執行率

82人

休祝日、夜間の診療体制を整え、急病や災害等の緊急時における市民の生命を守りました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度

273人 236人 261人 873人 789人

令和６年度

357日 357日 358日 357日
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○

　

○

　 対象：市民 実績：相談者数　16人

○ ゲートキーパー養成研修

　　対象：市内在住、在勤者、市職員 実績：参加者数　23人

○ こころの健康づくりに関する研修会

対象：市内在住、在勤者 実績：参加者数　57人

○ 精神障がい者社会復帰支援事業（ソーシャルクラブ「つぼみの会」）

　

　 【成果数値】

　

○

【成果数値】

4件
ウイッグ購入費用助成額 ―

補整具等購入費用助成件数 ― ― ― ― ―

― 110,000円

― 11件
― ― ―

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

― ―

予算現額(円) 支出済額(円)

ウイッグ購入費用助成件数 ― ―

令和７年度

　　・補整具等　４件　　補助額   37,660円（内訳：補整下着　４件）

がん患者が治療しながら社会との関わりを持ち続けることができるよう、ウイッグ・補整具等の
購入費用を助成しました。

　　・ウイッグ　11件　　補助額　110,000円（内訳：ウイッグ　11件）

成果数値

52,340 73.8%

精神障がい者及びその家族が抱えるこころの問題について、精神保健福祉士又は保健師が随時、
電話や面接、訪問の手段を用いて、こころの健康問題の解決を図りました。

精神科医によるこころの健康相談（年６回実施：偶数月の第３水曜日の午後に開催）

200,000 147,660 0

事務事業名 がん患者支援事業
翌年度繰越額(円)

124人 173人

47回

不用額(円) 執行率
(1-6-3)

繰越除く執行率

個別相談件数（訪問） 150件

142人

47回

130件

ソーシャルクラブ延べ参加者数 87人 122人 98人

個別相談件数（電話） 1,476件 1,432件 1,727件 1,588件

ソーシャルクラブ実施回数(毎週1回実施) 31回 47回 41回 46回

138件

110件 73件 102件 87件

175件

令和４年度 令和５年度 令和６年度

1,659件 1,530件

個別相談件数（面接） 86件 72件 78件 114件

令和７年度

505,000 446,949 0 58,051 88.5%

成果数値 令和２年度 令和３年度

P156
事務事業名 こころの健康づくり事業 (1-6-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

市内在住の回復途上にある精神障がい者が、話合いやスポーツ、レクリエーション及び創作等の
グループ活動を通じて、対人関係能力の向上などの社会復帰に関する能力を高めることを目的と
して開催しました。

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費

37,660円補整具等購入費用助成額 ― ― ― ― ―
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○

　

○

〇 母子健康手帳の交付や妊婦健康診査を行い、安心安全な妊娠、出産を支援しました。

○

○ 妊婦歯科健康診査を行いました。　    受診者数　 41人

○ 不妊検査費の助成を実施しました。　　助成件数　 20件

○ 不育症検査費の助成を実施しました。　助成件数　 ２件

○ マタニティタクシー利用料金助成事業を実施しました。

マタニティタクシー利用券交付者数 使用者数 53人

○

【成果数値】
　

○

○

○

〇

【成果数値】

180件

妊娠・出産・育児に関する知識の取得や仲間づくりを目的に妊婦やその夫が参加するパパ・ママ
教室では、市内の乳児とその親に接する機会を設け、出産後の子育てをイメージできる場を提供
しました。

産婦健康診査を行いました。　     　 受診者数　174人

182人

産後ケア事業を実施しました。
利用延人数　　　　短期入所型　21人、通所型　23人、居宅訪問型　17人

新生児訪問件数 254件 257件 204件 215件 211件

97.2%

赤ちゃんサロン参加数 100組 80組 103組 86組 88組 52組

３歳児健康診査受診率 94.6% 98.0% 98.6% 96.5% 98.6%

97.9%

239人３歳児健康診査受診者数 353人 289人 288人 277人 282人

１歳６か月児健康診査受診率 97.4% 97.8% 98.9% 96.9% 95.9%

97.3%

１歳６か月児健康診査受診者数 295人 268人 276人 247人 232人 234人

４か月児健康診査受診率 97.8% 98.2% 97.8% 96.5% 97.3%

令和７年度

４か月児健康診査受診者数 270人 266人 221人 219人 216人 179人

４か月児、１歳６か月児、３歳児健康診査及び10か月児保育相談をそれぞれ月１回実施し、疾病
等を早期に発見し、適切な治療等に結びつけるとともに、育児不安の軽減により健やかな発育と
発達を支援しました。

乳幼児とその親を対象とした歯の個別相談を年６回、２歳児を対象とした歯とおやつの教室を年
３回実施し、子どもの良い歯を守る健康習慣の確立を支援しました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

9,949,000 8,274,966 0 1,674,034 83.2%

発育発達相談を年17回実施し、心身の発育発達に遅れが疑われる乳幼児に対して、医師、言語聴
覚士、理学療法士による診察、相談や臨床心理士による心理検査を行いました。

令和７年度から新たに５歳児健康診査を開始し、272人が受診し（受診率90.7％）、配慮を必要と
する子が就学後に社会生活への適応がスムーズになるよう、就学前の相談支援につなげました。

事務事業名 乳幼児支援事業 (3-13-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

妊娠期から出産・子育て期まで保健師・助産師等が一貫して相談を受け、必要な支援につなぐこ
とを目的とした「伴走型相談支援」と経済的支援である「妊婦のための支援給付金」の支給を一
体的に実施し、妊婦及び産婦を支援しました。

2,373人妊婦健康診査14回分受診者数（延べ） 3,211人 2,899人 2,658人 2,633人 2,305人

128人

母子健康手帳交付冊数 280冊 233冊 241冊 239冊 200冊 217冊

パパ・ママ教室参加者数（延べ） 68人 89人

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

119人 96人 125人

56,601,000 42,901,161 0 13,699,839 75.8%

事務事業名 安心出産支援事業 (3-13-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 P156
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○

○

〇

　

〇

【成果数値】

　

○

　

　 ・ 保健相談センター主催　　

成人　８回　　延べ　320人 母子　２回　　延べ 　35人

・ 依頼による健康教室　　　

成人　14回　　延べ　332人 母子　10回　　延べ 　56人

◯

【成果数値】

45人 40人 34人

運動普及推進員関連事業参加者数 3人 271人 265人 262人 343人

運動普及推進員数 30人 27人 27人 24人

健康（幸）まつり来場者数 中止 中止 約900人

保健衛生費 予防費 P162

令和２年度 令和３年度

翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率

令和７年度

繰越除く執行率

令和４年度

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費

令和６年度

事務事業名 健康づくり推進事業 (1-6-1)
予算現額(円) 支出済額(円)

88.2%

令和５年度

13,144,000

約1,300人 約1,500人

23人22人

約1,000人

11,592,746 0 1,551,254

食生活改善推進員関連事業参加者数 1,424人 1,959人 4,268人 3,200人5,672人6,812人

成果数値

食生活改善推進員数 56人

市民の健康づくりを支援するため、食生活改善推進員及び運動普及推進員との協働により、各
種事業を展開しました。

41人

「健幸まつり」を開催し、日高市歯科口腔保健の推進に関する条例制定記念講演会のほか、脳
年齢、体力、血圧などの各種測定、その他健康全般に関する各種体験や相談の提供により、市
民の健康づくりを支援しました。

市民に自主的な健康づくりのきっかけを提供する健幸ポイント事業を実施し、参加した1,710人が
日々の健康づくりに取り組みました。

埼玉医科大学の協力を得て、健幸ポイント事業参加者のうち、埼玉県コバトンＡＬＫООマイ
レージアプリの利用者を主な対象として「歩こう！健幸測定会」を開催しました。ウオーキング
実践前の体力測定、実践中の２回の講習会及び実践後の効果測定を延べ333人に実施する等して、
健康増進及び生活習慣病予防に効果的なウオーキングの普及啓発を図りました。

31人

251人

事務事業名 健康教育事業 (1-6-1)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

20回 25回

市民の健康増進のため、公民館や保健相談センターで各種健康教室を実施し、受講者が自分や家
族の健康についての知識を取得するとともに、自ら健康管理ができるように支援しました。

成果数値 令和２年度 令和７年度

10回

市の歯科口腔保健を総合的かつ計画的に推進し、市民の生涯にわたる健康の増進に寄与すること
を目的として、日高市歯科口腔保健の推進に関する条例を施行しました。

612,000 453,167 0 158,833 74.0%

34回

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

743人

健康教室開催回数 12回

健康教室参加者数 466人 533人 668人 762人 666人

16回
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○ 各種検診を実施し、疾病の早期発見、早期治療に結びつくように努めました。

　 ・ 胃がん検診 年15回 ・ 肺がん・結核検診 年16回

　 ・ 子宮がん検診 年13回 ・ Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査 年１回

　 ・ 乳がん検診 年13回 ・ 骨粗しょう症検診 年６回

　 ・ 大腸がん検診 年28回

　 ・ 個別検診（子宮、乳、肺・結核、大腸、胃、前立腺がん、健康診査）

○

　

【成果数値】

○

　

○

　

○

　

　 ・

　 ・

【成果数値】

936人乳がん検診受診者数 615人 853人 895人 967人 951人

981人

子宮がん検診受診者数 695人 787人 862人 955人 907人 867人

胃がん検診受診者数 611人 731人 897人 929人 938人

国の施策に基づき、がん検診推進事業を実施しました。対象年齢の人に無料検診クーポン券と検
診手帳を配布し、受診率向上に努めました。(子宮がん検診、乳がん検診)

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

24回

生活習慣病予防相談者数 74人 113人 115人 186人 146人 154人

757人

市民が抱いている健康に関する様々な不安を栄養士、保健師に相談する場を設け、健康の維持増
進のために自分に合った健康情報を入手できるよう支援しました。

乳幼児を持つ親の相談に応じ、育児不安の解消や適切な情報を提供することなどにより子育てを
支援しました。

生活習慣病予防相談回数 19回 24回 23回 24回 24回

健康相談者数 675人 891人 299人 890人 780人

82,000 48,068 0 33,932 58.6%

事務事業名 健康相談事業 (1-6-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

468人

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査受診者数 18人

健康診査受診者数 88人 93人 88人 87人 106人 92人

骨粗しょう症検診受診者数 354人 444人 440人 491人 502人

肺がん・結核検診受診者数 1,174人 1,439人 1,734人 1,888人

34人

2,498人

26人 22人 25人 25人

2,419人

250人 251人 148人

1,847人 2,009人

大腸がん検診受診者数 1,568人 1,829人 1,908人 2,198人

164人

50,003,000 34,506,159 0 15,496,841 69.0%

前立腺がん検診受診者数 135人 231人

事務事業名 検診事業 (1-6-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費 保健衛生費 予防費 P162

母子保健利用者支援専門員（助産師）に相談する場を設け、乳幼児を持つ親の母乳育児に対する
不安の解消や適切な情報提供を行いました。

健康相談　年47回　（対象者：成人、乳幼児、妊産婦）

生活習慣病予防相談　年24回　（対象者：成人）

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

47回健康相談回数 42回 45回 46回 45回 47回
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○

　

○

○

○

【成果数値】 ※四種混合含む

○

○

　

【成果数値】

50歳以上の者を対象に、帯状疱疹予防接種費用の一部を助成し、発症すると強い痛み等の後遺症
が残るおそれがある帯状疱疹の発症及び重症化を予防しました。
生ワクチン　168人　不活化ワクチン　218人

保健相談センター

一般会計
款 項 目 決算書頁

衛生費 保健衛生費 予防費 P162
事務事業名 予防接種事業 (1-6-3)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

令和７年度

高校受験を控えた中学校３年生及び義務教育学校９年生を対象に、無料のインフルエンザ予防接
種を実施し、重症化の予防、周囲へのまん延を予防しました。

192,723,000 116,277,679 0 76,445,321 60.3%

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

16,206人

五種混合接種率 87.8% 83.0% 78.3% 80.0% 80.1% 84.6%

予防接種者人数（延べ） 22,388人 17,612人 17,662人 17,299人 19,397人

(3-13-2)
予算現額(円) 支出済額(円) 翌年度繰越額(円) 不用額(円) 執行率 繰越除く執行率

症状が重症化しやすい高齢者に対して、高齢者予防接種（肺炎球菌、インフルエンザ及び新型コ
ロナウイルス）を実施し、病気のまん延を予防しました。

乳幼児、児童、生徒に対して法律に基づく定期予防接種を実施し、病気を予防しました。
また、里帰り出産等で、委託医療機関等での予防接種が受けられない乳幼児を対象とする定期予
防接種費用の助成をしました。

3,409,000 3,379,079 0 29,921 99.1%

事務事業名 未熟児養育医療費支給事業

入院加療を受ける必要がある未熟児に必要な医療費を給付し、養育者の負担を軽減するととも
に、24時間体制による医療の提供を通じて、養育者が子どもの成長を安心して見守ることができ
る環境を提供しました。

申請手続の際に地区担当の保健師が対応することにより、支援が必要な未熟児の情報把握及び養
育者との早期接触を図りました。

成果数値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

14人養育医療費給付人数 14人 8人 10人 15人 8人
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